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新
年
お
め

で
と
う
ど
ざ

い
ま
す
。

新
羽
地
区
社
会
面
祉

協
議
会
の
初
め

て
の

正
月

で
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お

伽
い
中
し
ヒ
げ
ま
す
。

港
北
区
長
さ
ん
は
じ
め
、
多
数
の
関

係
行
か

ら
称
性

さ
れ
ま
し
た

「
磯
子
老

人
ホ

ー
ム
」
慰
間
の
第

一
回
研
修
旅
行

は
、
会

li伸
様
の
熱
意

の
結
晶
の
お
か

げ
で
好
成
納

を
お
さ
め
ま
し
た
。
匝
＜

F
 新

羽
地
区
社
会
船
祉
協
社
会

会

長

小

山

勇

ご
あ
い

さ
つ

吉
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お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
昨
年
に
続
い
て
の
活
動
目
標

に
向
っ

て
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

①
老
人
対
策
。

②
百
少
年
の
福
祉
゜

③
広
報
活
動
。

福
祉
実
践
の
根
幹
は

「
ハ
ン
デ
ィ
を

も
っ
た
人
た
ち
と

一
緒
に
、
ふ
つ
う
に

暮
す
の
が
当
然
。
」
と
す
る
考
え
方
を
、

ゆ
っ
く
り
追
求
し
な
が
ら
、
新
羽
の
味

の
し

み
出
た
述
動
を
、
手
を
た
ず
さ
え

て
進
め
た
い
の
で
す
。
お
力
添
え
を
お

願
い
し
ま
す
。

磯
子
ホ
ー
ム
を
訪
ね
て

小

山

米

子

昨
年
十
月
二
十
三
日
、
新
羽
地
区
社

協
で
は

、

磯
子
•

特
別
投
獲
老
人
ホ
ー

ム
の
慰
問
を
行
い

、
相
談
役

・
長
澤
茂

氏
揮
名

の
、
色
紙

「
慈
愛
」
と
、
社
協

会
長
よ
り
金

一
封
を
附
呈
し
た
。

現
在
、
当
ホ
ー
ム
に
は
、
六
十
三
歳

以
上

の
裟
た
き
り
、
或
い
は
、
そ
れ
に

近

い
老
人
百
名
が

入
所
し

て
お
り
、
三

|
六
名
の
寮
母
の
手
匝
い
介
渡
を
受
け

て
い
る
。

比
較
的
元
気
な
老
人
逹
は
、

俳
句
、
限
芸
、
絵
血
等
を
楽
し
ん
で
お

り
、
小
規
模
な
が
ら
削
場
と
称
す
る
ビ

テ
寸
ル
ー
ム
ま

で
あ
っ
た

C

浴
宅
、

ト

f
レ
、
各
居
i

℃
と
も
明
る
＜
、
活
泡
で
、

長
澤

茂

ゎ
一
~
賢
い
翌
上
響

」

目
至
る
所
に
細
や
か
な
気
配
り
が
感
じ
ら

れ
、
気
持
が
や
わ
ら
い
だ
。
「
褥
癒
が

一
人
も
見
ら
れ
な
い
ん
で
す
。
」

と
い
う

所
長
の
話
に
も
、
な
る
程
と
頷
け
る
。

た
だ
こ
う
い
う
施
設
が
、
極
め

て
少
な

い
こ
と
が
残
念
で
あ
る
。
家
庭
で
の
介

護
が
難
し
い
高
齢
者
が
益
々
増
え
る
と

思
わ
れ
る
。
希
望
者
全
員
が
入
居
で
き

る
日
が
来
る
こ
と
を
念
じ
つ
つ
、
今
、

私
達
に
で
き
る
こ
と
を
一
っ
ひ
と
つ
や
ら

な
く
て
は
と
の
思
い
を
胸
に
、

一
同
婦

路
に
つ
い
た

。
老
人
問
題
は
決
し
て
他

人
事

で
は
な
く
、
確
実
に
自
分
達
の
身

に
迫
っ

て
く
る

も
の
だ
か
ら

·
·
:
'
•O

社
協

と

は
”
~

民
生

・
児
童
委
員

の
仕
事
は
I
.

社
会
福
祉
協
議
会
の
略
語

で
す
。

地
域
の
住
民
が
主
体
と
な
り
、
行
政

の
手
の
届
か
な

い
地
域
の
福
祉
の
向

t

を

は
か
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ

れ
た
協
議
体
で
、

民
問
団
体

で
す
。

市
社
協
を
は
じ
め
、

各
区

に
は
区
社

協
が
あ
り
、

そ
し
て
地
区
社
協
が
あ
り

ま
す
。
事
業
、
行
事
の
実
施
は
地
域

住

民
す

ぺ
て
の
人
の
協
力
で
行
わ
れ
ま
す
。

が
、
主
と
し
て
民
生
委
員

・
保
護
司

・

町
内
会

・
節
害
者
団
体

・
ポ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
等
の
代
表
が
役
目
と
な
り
運
営

に
当

っ
て
い
ま
す
。

fJ

◎

こ
こ
で
民
生
委
員

・
児
蛮
委
員
と
は
。

新
羽
地
区
民
生
委

員
協
議
会

に
は
、

十
五
名
の
民
生

・
児
蛮
委

員
が

厚
生
大

臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
て
居
り
ま
す
。

子
供
達
も
お
年
寄
り
も
、
即
害
を
も

っ
た
方
た
ち
も
、
誰
も
が
地
域
の
中

で

仲
良
く
幸
せ

に
栢
ら
し
て
い
く
こ
と
が
、

皆
ん
な
の
願
い

で
あ
り
ま
す
。

民
生
委
員
は
、
地

域
の
福
祉
を
晶
め

る
た
め
に
、
悩
み
を
お
持
ち
の
方
、
困

り
と
と
の

あ
る
方、

援
護
を
必
要
と
す

る
方
の
相
談
相
手
と
な
り
、
問
題
解
決

の
援
助
を
し
ま
す
。
ま
た
、
児
窟
委
且

と
し
て
、
子
供
達
は
、
未
来
の
活
力
あ

る
社
会
の
担
い
て
と
し

て、

良

い
斑
境

の
中
で
、
健
全
に
育
成
を
斯
い
つ
つ

、

児
窟
に
関
す
る
様
々
な
廿
柄
に
、
皆
さ

ん
と

一
緒
に
取
り
糾
ん
で
い
ま
す
。

一
行
政
と
地
域
と
の
ハ
イ
フ
役

安
心
し
て
生
活
が
出
来
る
よ
う

に
、

心
配
ご
と
や
困
り
こ
と
の
相
談
に
。

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。
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赤
い
羽
根
愛

の
一
本
子
の
胸
に

手
毬
つ
く
施
設
を
訪
ふ
る
ポ
フ
．
ノ
ー
ィ
ア

金

堂
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In
防
rII代
じ

大

森

武

保

仏
ヶ
と
し
た

ffl
園
風
呆
と
位
仔
屋
根

の
家
c

今
は
な
つ
か
し
く
さ
え
感
じ
ま

す
っ

そ
の
頃
の

IFIfi
は
す
ぺ
て
マ
ッ
チ

本
か
ら
紙
に
、
わ
ら
に

、

そ
し
て
木

片

r
と
．

こ
れ
が
唯

一
の
燃
料
だ
っ

た

と
思
い

ま
す
。
今
思
え
ば
こ

れ
ら
の
も

の
を
家
の

ま
わ
り
に

囲

い
蓄

え
た
牛
活

様
式
て
し
た
の
で

．JI
数
の
割
に
は
火
市

と
い

う
言
菜

を
耳

に
す
る
回
数
が
多
か

）
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
こ

の
．． 

卜
年
程
の

問

に
急
激

に
お
し
寄
せ

て
来
た
部

巾
化

の
波
、
復
雑
過
ぎ

る
と

し
思
え
る
近
代
的

な
昨
今
の
牛
活

ぶ
り

を
み
て

、

．
疫
火
を
出

し
て
し
ま
っ
た

ら
関

圃

に
及
ほ
す

影
開
の

大
き
さ

は
計

り
し
れ
な

い
も
の
が
あ
る
と
息
い
ま
す
。

火

Ie
に
は
気
を
つ
け
て
み

ん
な
が

安
心

し
て
昨
ら
せ
る

町
づ
く
り
に
協
力
し
た

い
も
の
で
す
。

祈
動
の

゜
つ
を
紹
介
し
ま
す
。
削
防

団
卜
催
で
ポ
ン

フ
操
法
と

い
う
競
技
大

会
か

紺

年
、い
わ

れ

て
い
ま
す
。
地
几
消

肋
団

に
課
せ
ら

れ

た
任

務
と

も

い
う

べ

き
も

の
の

中
か
ら
い
か
に
1
1
1
<
、
そ
し
て

ー
確
に
放
水
す
る
か
と

い
う
技
を
競

い

合
う
謁
で
す
。

地
区

こ
と
に

紬

習

に

紬

WII
を

i
ね
そ
の
大
会
に
臨
ん
て

い
る
恣

A

l
」
う
そ
機

＾
ム
か
あ
り
ま
し
た
ら
ご
ら

人
に
な
、
て

川
さ

た

い
と

患
い
ま

す
。

こ
の

競

技

大

会

に
参
加
し
自
分

の
持

っ

て
い
る
力
を
充
分
発
揮
し
、
別
の
角
度
か

ら
目
分
を
み
る
の
も

い
か
が
な
も
の

で

し
ょ
う
か
。
杵
様
の
こ
協
力
を
頂
き
、

よ
り
よ

い
町
づ

く

り

の

助

に

な

れ

は

^
fに
中

い

で
J
c

行

い

折

れ

の
入

団
を
歓
迎

L
ま
す
。

港
北
区
社
会
福
祉
協
議
会

で
は

、
腔

助
会
い
加

入

の
お
す
す

め
を
お

願

い
致

し
て
お
り
ま
す
。
地
区
社
協
を
中
心
に

皆
様
の
混
か

い
と
理
解

・
と
協
力
に
よ

り
、

多

く
の

方

の
登
録
を
い
た
だ
き
、

本
年
度
分
新
た
に

会
員
と
な
ら
れ
た

jj

々
の
、

こ
芳
名
を

と
報
告
さ
せ
て
い
た

た
き
ま
す
。

（
順
不
同

・
敬
称
略
）

◇
中
之
久

保
町
内
会

岸

二
郎

・
五
十
嵐
繁

夫

・
小
山
武

三
郎

・
梅
津
辰
雄

・
東
神
商
事
踪
横

浜

工
場

・
冨
士
川
弘

・
冨
士
川
官

・

古
位
山
照
雄

・
小
山
健

治

・
片
山
歯
科

医
院

・
固
名
越
製
作

所

・
昧
桂
精
機

製
作
所

・
渡
辺
安

延

．
砿
橋
虎
次

・

束
海
林

紀

子

・
向
本
問
製
作
所

・
比

屈

雄

幸

・
安
藤
歌
子

・
上
口
原
飯
金

工

業

所

◇
大
竹
町
内
会

中

山

正

・
中
山
正

明

・
中
山

元

宇

佐
美
直
人

・
中

山

勉

・
中
山

コ

ト

・
日
東
工
業
昧

・
大
成

バ

ー
ツ

・

秋

元
勝
治
郎

・

茂
呂
和
男
•

平
等
勝

郎

・
和

田
国
紘

・
伊
奈
貞
夫

・
伊
奈

ガ

男

・
斎

藤
英
雄

・
中

山

省

三

・
中

山
新
三
郎

・
昧

エ
ク

シ

ン
グ

・
藤

塚

外
科

胄
腸
科

・
小
野
椎
江
子

・
飯

島

甲

f
．
茂

呂

宏

・
忍
田
松

三

・
大

内

田
製
作
所

◇
中

央

町
内
会

昧
ニ
ュ
ー
ウ
ィ
ン
グ

・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
プ

ノ
エ

ビ

ア
京
浜
北
販
社

・
昧
魚

の
ぶ

昧
石
原
典
梨

◇
新

羽
町
自
治
会

藤

11
静

枝

◇
新
羽

町
内
会

向
品
川
製
作
所

・
岡
田
嘉
代
子

・
伊

賛
助
会
員
の
皆
様
へ
あ
礼

家
庭
防
災
代
表

秋

元

敏

子

「
自
ら
の
家
庭
は
自
ら
の
手
で
守

る
」

の
合
言
葉
で
、
家
庭
防
災
員
が
誕
生
し
て

今
年

で
二
十

二
年
目

に
な
り
ま
し
た
。

最
初

の
二
年
間
は
研
修
期
間

で
、
色
々

技
術
を
学

ん
で

頂
き
｀
十
年
間
は
実
践

家
防
員
と

し
て

活
動

し
て
頂
き
ま
す
。

初
期
消
火
の
仕
方
、

三
角
巾
の

使
い

方

た
た
み
方
等
、
簡
単
な
事

で
も
訓
練
会

が
あ

っ
た
時
に

は
参
加
し
て

、
少
し
で

も
技
術
を
身
に
つ
け
て
は
し

い
で
す
。

そ
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
各
町
会
毎

に

一
名
づ
つ

、
七
名
の
連
絡
員
が

お
り
ま

す
。
数
年
前
ま

で
は

、
皆
様
の
協
力

が

な

い
と
出
来
な
か

っ
た
運
動
会
、
訓
練

会
等
も
な

く
な
り
、
連
絡
員
が
参
加

す

れ
ば
良
い
行
事
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

毎
年
増
員
さ
れ
る

、
新
家
防
員

の
推

蔽
区
、
市

の
出
初
式
、

町
内
会
の
行
巾

な
ど
、
連
絡
員

は
年
問
を
通
し
て
忙

し

く
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
が
、
家

防

員
の
一

番

の
仕
事
は
、

「
家
庭
防
災
員

の
家
庭
か

ら
火
を
出
さ

な
い
」
事
で
す
。

目

に
見
え
な
い

「
小
さ

く

て
も
大
き
な

カ
」

で
、

こ
れ

か
ら
も
皆
様
と
協
力
し

て
、
地

域

の
防
災
に

役

立
っ

て
行
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

家

防

唸＞

藤
登

美
子

・
折
笠
和
彦

・
川
名
正
夫

万
寿
留
夫

・
花
田

利
三

・
梶

田
晴
登

御
藤
田
プ

レ
ス

・
大
洋
特
殊
熔
接
踪

◇
北
新
羽
町
内
会

池
上
喜
子
男

・
御
西
工
務
店

・
峯
木

米
雄

・
金
子
信
太
郎

・
西
山
政

一

◇

新

栄

町

角
田
正
治
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最
近
耳
に
し
た

一
も
ク
ラ
プ
に
つ

い

て
述
べ
さ
せ

て
戴
き
ま
す
。

一
劣
ク

ラ
プ
と
は
、
企
業
の
場
合
は
経

常
利
益
の

一
毛
、
個
人
の
場
合

は
可
処

分
所
得
の

一
劣

を
社
会
福
祉
、
芸
術
文

化
活
動

に
寄
付

し
社
会
に

L

以
献
す

る
こ

と
を
目
的
と
し
た

集

団
で

す
。

平
成

二
年
十
月

に
経
団
連

の
中
に
発

足
さ
れ
そ

の
年
の
末
迄
に

二
百
社

以

t

の
企
業

が
賛
同
し
、
約

八
百
供
円
が
集

ま
り
社
会
貢
献
の

た
め
に
寄
付
さ
れ
た

そ
う
で
す
。

一
形

ク
ラ
プ
が
ど
う
し
て

誕
生

し
た

の
か
と
申
し

ま
す
と
、

日
本
の

企
業
が

世
界
中
に
進
出
し
、
駐
在
員
は

日
常
牛

活
の
中

で
、
寄
付

や
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
活

動
が

、

温
か

み
の

あ
る
健
全

な
社

会
作

り
に
重
要

で
あ
る
と

い
う

こ
と
を
肌
で

知
り
、

こ
の
人
達
が
学

ん
だ
良
き
文
化

風
習
を

日
本
に
も
移
植
し

よ
う
と
努
力

し
た
結
果
で
す
。

国
や
自
治
体
の
社
会
福

祉
行
政
も
大

事

で
す
が

、
人
と
ひ
と

と
の
ふ

れ
あ

い

を
大
切

に
す
る
た
め
に
も

ポ
ラ

ン
テ
ィ

ア
活
動
は
菫
要

で
す
。
企
業

が
こ

の
活

動
を
企
業
市
民

と
し

て
地
元
に

献
金
援

助
す
る
こ
と
に

よ
り
発
展

し
、
分
か
ち

合

う
文
化
か

日
本
中
に
広
ま

り
根
付
く

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

日
本

に
上
場
企
業
だ
け

で
も
二

千
五

百
社
以
上
あ
り
、
性
同
企
業
が
ふ

え
、

一
劣

ク
ラ
プ
が
力
強
い
存
在

に
な
り
ま

す

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

（
松
村
清
見
）

編

集

後

記

く ）

「
戦
国
時
代
C
、
Tlr
川
と
そ
の
周
辺
の
歴
史
」

講

帥

庄
此
人
学
教

授

芥
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平
成
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四
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金
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午
後

]
時

:
.
1分
よ
り
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時
．． 

1
分

会

場

新

羽

巾
央
会
館

多
数
お
誘

い
合
わ
せ
こ
参
加
下
さ
い
C
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〔新
羽
地
区
社
協
事
業
概
要
〕

(
-．．
 
年
卜

．
．

J
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四
年
：

•

I
I
)

一
◇
年
未

た
す
け
あ

い
述
動

(
|

.. 
JJ
)
 

一

皆

様

の
善
意
を
地
域
在
宅
、

五
|

四

翡

、
八

1
一
人
に

贈

り
、
屯
りん

で

ー

も
ら

い
ま
し
た

。

◇
会
報

発
行

(
-
JJ
)

「
ふ
く
し

の
わ
」
第

—
．

ロ
リ
。

―
◇
在
宅
伽
祉
活
動

(-
.JI
)

見
舞
品
を
お
糾
け
し
。
激
励

・
援
助
。

◇
福
祉

講
座

の
間
設

(
;
JI
)

地
域
福
祉

の
刑
解
と
推
進
を
図
る
為

に
溝
附

を
開
き
ま
す
。

◇
賛
助
会

l
の
ぃ
妹
集

（
随
時
）

き

め
細
か

な
船
祉
活
動

を

11
指
し
、

皆
様
の
加
人
を
お
顧

い
し
ま
す
。

I
I
I

t

•

t
I
I

I
I

I

I

'

よ

ヽ
／＜

 

明
け
ま
し
て

お
め
で

と
う
こ
ざ

い
ま
す
"

新
羽
社
協
が
発
足
し
て
11ト
や
．
年
。

「
ふ
く
し
の
わ

」
第

2
り勺
を
お
屈
け
し

ま
す
。

昨

年

の
施
設
慰
間
に
は

四
|
J
L
名
が

参
加
し

、
楽
し
い
研
條
と
な
り
ま
し
た
。

各
団
体
そ
の
他
地
域
代
必
の
竹
様
よ

り
の
寄
秘
あ
り
が
と
う

C
さ
い
ま
し
た
し

本
年
も
会

H
相

几

の
関
係
を
密
に
し
、

益
々
社
協
が
先

It
し
て
行
く
こ
と
を
祈

り

ま

す

。

盆
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祉・
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